
2025（令和7）年4月1日第764号 （2）

川 柳  第25回文化・文芸作品コンクール／川柳・標語部門　［ マスク顔　コロナ明け知る　ホントの顔 ］　髙林 大樹さん （金沢地本・IRいしかわ出向者分会）

スポーツレクを中心に組合員の絆を深めています

　

広島地本と中バス地本、そして広島地本退職者協議会の仲
間が広島県議会を傍聴し、柿本議員（手前左から4人目）を囲
んで激励した

激
励
に
訪
れ
た
広
島
地
本
と
山
口

第
一
支
部
の
仲
間
と
山
下
議
員（
右

か
ら
2
人
目
）

　

宮
島
フ
ェ
リ
ー
支
部
は
、２
月

25
日（
火
）に
、ベ
ア
１
８
，０
０
０

円
、年
間
臨
給
６
・５
箇
月
を
は

じ
め
と
す
る
２
０
２
５
春
闘
要
求

書
を
提
出
し
て
以
降
、Ｊ
Ｒ
西
日

本
宮
島
フェ
リ
ー
会
社
と
交
渉
を

進
め
て
き
た
。

　

３
月
14
日（
金
）に
、会
社
か
ら

「
今
年
度
の
船
舶
事
業
収
益
の
好

調
は
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
旅
客
の
増
加

に
伴
う
結
果
で
あ
り
、国
際
情
勢

の
変
化
に
大
き
く
影
響
し
、今
後

の
推
移
は
不
透
明
で
あ
り
、コ
ス

ト
増
加
も
不
可
避
で
あ
り
、経
営

へ
の
影
響
は
大
き
い
。し
か
し
、社

員
の
皆
さ
ん
が
地
道
に
努
力
を

積
み
重
ね
て
き
た
こ
と
に
対
す
る

感
謝
の
想
い
と
安
全
性
向
上
を

は
じ
め
と
し
た
更
な
る
意
欲
向

上
に
期
待
す
る
」と
し
、職
務
遂

行
給
に
一
律
１
２
，５
０
０
円
の

加
算
と
年
間
臨
給
５
・
６
箇
月

を
は
じ
め
と
す
る
回
答
を
引
き

出
し
、妥
結
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
西
労
組
議
員
団
会
議
所

属
の
山
下
隆
夫
議
員（
下
関
市

議
）は
、２
月
17
日（
月
）に
開
か

れ
た
2
0
2
5
年
２
月
定
例
会

に
お
い
て
一
般
質
問
を
行
い
、広

島
地
方
本
部
と
山
口
第
一
支
部

が
傍
聴
行
動
に
駆
け
つ
け
、組
織

内
議
員
の
激
励
を
行
っ
た
。

　

山
下
議
員
は
、山
陰
本
線
利

用
促
進
事
業
に
つ
い
て
、実
績
を

確
認
し
た
う
え
で
、「
持
続
可
能

な
公
共
交
通
を
維
持
す
る
た
め

に
、一
層
の
利
用
促
進
を
図
る
必

要
が
あ
る
」と
し
、利
用
促
進
を

図
る
う
え
で
の
課
題
や
、2
0
2

5
年
度
の
事
業
方
針
や
事
業
展

開
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を
問
い

質
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
利

用
促
進
協
議
会
」の
構
成
は
、沿

線
自
治
体
４
市
１
町
と
山
口
県
、

島
根
県
に
加
え
て
、Ｊ
Ｒ
西
日

本
で
の
構
成
と
な
っ
て
い
る
が
、

「
地
域
住
民
や
Ｊ
Ｒ
西
日
本
以

外
の
民
間
事
業
者
も
巻
き
込
ん

だ
事
業
へ
と
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
」と
山
陰
本

線
の
利
用
促
進
を
は
じ
め
、公
共

交
通
機
関
の
人
材
育
成
な
ど
に

つい
て
、発
言
を
行
っ
た
。

〈
山
下
議
員
の
発
言
要
旨
〉

1
．公
共
交
通
機
関
整
備
推
進

　

業
務
に
つ
い
て

（
1
）公
共
交
通
人
材
確
保
支
援

　
　

事
業
の
実
績
と
課
題

（
2
）新
年
度
の
事
業
方
針
と
今

　
　

後
の
事
業
展
開
に
つ
い
て

（
3
）Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
利
用
促
進

　
　

事
業
の
実
績
と
課
題

（
4
）新
年
度
の
事
業
方
針
と
今

　
　

後
の
事
業
展
開
に
つ
い
て

2
．ご
み
出
し
困
難
者
支
援
事

　

業（
ふ
れ
あ
い
収
集
）に
つ

　

い
て

３
．有
害
鳥
獣
捕
獲
業
務
に
つ

　

い
て

４
．学
校
体
育
施
設
開
放
事
業

　

に
つ
い
て

　

Ｊ
Ｒ
西
労
組
議
員
団
会
議
所

属
の
柿
本
忠
則
議
員（
広
島
県

議
）は
、２
月
25
日（
火
）に
開
か

れ
た
令
和
７
年
２
月
定
例
会
に

お
い
て
一
般
質
問
を
行
い
、広
島

地
方
本
部
と
全
て
の
支
部
、中
バ

ス
地
本
や
広
島
地
本
退
職
者
協

議
会
が
傍
聴
行
動
を
行
い
、組

織
内
議
員
の
激
励
を
行
っ
た
ほ

か
、地
元
の
支
援
者
の
方
も
多
く

激
励
に
駆
け
つ
け
た
。

　

柿
本
議
員
は
、公
共
交
通
へ
の

財
政
支
援
の
考
え
方
に
つ
い
て
、

「
ク
ロ
ス
セ
ク
タ
ー
効
果
な
ど
を
用

い
て
、多
面
的
な
視
点
で
検

証
の
必
要
性
」、ま
た
芸
備

線
再
構
築
協
議
会
に
つい
て
、

「
地
域
が
利
用
し
や
す
く
、

持
続
可
能
性
の
高
い
交
通
体

系
を
実
現
す
べ
く
、よ
り
建

設
的
で
意
味
の
あ
る
議
論
を

す
る
必
要
が
あ
る
。」と
訴

え
た
。

　

さ
ら
に
、広
島
病
院
支
部

の
組
合
員
が
転
籍
す
る
新
病

院
に
つ
い
て
は
、「
転
籍
及
び

退
職
者
の
現
状
、必
要
な
人

員
の
精
査
や
要
員
確
保
お
よ

び
配
置
の
具
体
的
な
計
画
の

策
定
計
画
に
つ
い
て
県
と
し
て
の

見
解
」を
確
認
し
た
。

〈
柿
本
議
員
の
発
言
要
旨
〉

１
．結
婚
支
援
に
つ
い
て

２
．子
育
て
し
や
す
い
環
境
づ

　

 

く
り
に
つ
い
て

３
．誰
も
が
安
心
し
て
活
躍
で

　

 

き
る
社
会
の
実
現
に
つ
い
て

４
．公
金
収
納
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
化
に
つ
い
て

５
．公
共
交
通
に
つ

　

 

い
て

（
１
）公
共
交
通
の

　
　

財
政
支
援
の

　
　

考
え
方
に
つ
い

　
　

て

（
２
）芸
備
線
再
構

　
　

築
協
議
会
に

　
　

お
け
る
実
証

　
　

事
業
に
つ
い
て

（
３
）芸
備
線
再
構

　
　

築
協
議
会
に

　
　

お
け
る
議
論
に
つ
い
て

６
．新
病
院
に
つ
い
て

（
１
）新
病
院
の
基
本
計
画
に
つ

　
　

い
て

（
２
）新
病
院
開
業
に
向
け
た
人

　
　

員
確
保
計
画
に
つ
い
て

　
Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
、引
き
続
き
関

係
議
員
と
連
携
を
深
め
、政
治
へ

の
理
解
と
参
画
を
進
め
る
運
動

を
展
開
す
る
。

　

ま
た
、今
夏
に
執
行
さ
れ
る
第

27
回
参
議
院
議
員
選
挙
に
向
け

て
、組
合
員
の
投
票
行
動
や
私
た

ち
の
重
点
候
補
で
あ
る
森
本
真

治
氏（
広
島
選
挙
区
）、浜
野
喜

史
氏（
比
例
区
）、森
屋
隆
氏（
比

例
区
）の
浸
透
な
ど
、政
治
への
参

加
を
広
げ
る
運
動
を
着
実
に
進

め
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　

　

私
た
ち
、京
都
地
本
滋
賀
支

部
草
津
保
線
区
分
会
は
60
名
の

組
合
員
が
所
属
し
て
い
ま
す
。う

ち
、18
名
が
シ
ニ
ア
、50
代
40
代

が
11
名
、30
代
は
16

名
、20
代
は
15
名
で
構

成
し
て
い
ま
す
。分
会

の
活
動
は
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
を
中
心
に
行
っ

て
い
ま
す
。

　

草
津
保
線
区
は
２

０
２
３
年
に
、湖
西
保

線
区
と
統
合
に
な
り
、

滋
賀
県
の
ほ
ぼ
全
域

に
職
場
が
広
が
り
ま

し
た
。現
場
組
合
員
の

声
に
耳
を
傾
け
、分
会

組
織
を
中
心
と
し
て

活
動
を
継
続
し
て
い
く
に
は
、旧

組
織
を
維
持
し
た
方
が
よ
い
と

い
う
議
論
の
結
果
に
な
り
、旧
組

織
で
継
続
し
て
運
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

職
場
同
士
の
距
離
も

遠
い
こ
と
か
ら
、執
行
委

員
長
同
士
、密
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な

が
ら
、よ
り
良
い
職
場
環

境
づ
く
り
が
進
む
よ
う

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

京
都
地
本
主
催「
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
」が
昨

年
、滋
賀
県
の
長
浜
ド
ー

ム
に
お
い
て
に
行
わ
れ
、

組
合
員
同
士
の
交
流
を

深
め
る
た
め
、草
津
保
線

区
分
会
と
湖
西
保
線

区
分
会
合
同
で
試
合

に
臨
み
ま
し
た
。

　

結
果
Ａ
チ
ー
ム
は

２
回
戦
、Ｂ
チ
ー
ム
は
１
回
戦
敗

退
で
し
た
が
、Ｂ
チ
ー
ム
の
試
合

は
、打
撃
戦
で
点
の
取
り
合
い
で

見
ご
た
え
の
あ
る
試
合
で
し
た
。

Ａ
チ
ー
ム
の
試
合
は
、執
行
委
員

長
の
向
が
チ
ャ
ン
ス
で
凡
退
し
点

が
取
れ
ず
、ま
た
フ
ァ
ー
ス
ト
向

の
守
備
の
エ
ラ
ー
に
よ
り
、相
手

に
点
を
与
え
た
こ
と
も
あ
り
、悔

し
い
敗
戦
と
な
り
ま
し
た
。

　

夜
は
懇
親
会
で
お
酒
を
交
え

て
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ

と
で
、交
流
が
さ
ら
に
深
ま
り
ま

し
た
。向
は
結
果
を
残
せ
な
か
っ

た
た
め
、監
督
か
ら
Ａ
↓
Ｂ
チ
ー

ム
へ
降
格（
笑
）を
言
い
渡
さ
れ
、

懇
親
会
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、ス
ポ
ー
ツ
好
き
な
組

合
員
が
多
い
た
め
、ス
ポ
ー
ツ
行

事
を
中
心
に
組
合
員
同
士
の
交

流
を
深
め
て
、お
互
い
が
気
兼
ね

な
く
話
が
で
き
る
分
会
を
目
指

し
て
、活
動
を
展
開
し
て
い
き
ま

す
。　　
　
　

 

〈
京
都
地
本
発
〉

●ベースアップ→職務遂行給に１２，５００円加算
●年間臨給→５・６箇月分
　（夏季、年末ともに2.8箇月分） 
●繁忙期手当
　（年末年始・ＧＷ・盆休み・紅葉シーズン）を新設
　→社員・準社員とも１日あたり１，０００円
　　（３船運航実施日に限る）
●一交手当の増額
　→１，２００円から１，５００円に増額
●契約社員基本給改訂→１２，５００円の加算
●準社員の時給改訂→準社員時給を70円引上
　　　　　　　　　　げて、時給１，１２０円に
●扶養手当の支給要件見直し
　→扶養親族の範囲に同性パートナーを配偶者
　　と同等に位置付けて支給
●育児・介護休業法の改正対応
　→法改正に合わせて必要な変更を実施
●育児・介護休職の欠格条項について
　→育児・介護休職について、賃金規程並びに船
　　員賃金規程の昇給欠格条項及び昇給控除額
　　から削除

　３月23日（日）投開
票の那珂川市議会議
員選挙において、ＪＲ
西労組議員団会議所
属羽良和弘氏（現）の
再選をめざし、３月16
日（日）告示日から、福
岡地方本部と博多総
合車両所支部が中心
に献身的に選挙戦を
支援した。
　今回は、定数17名に対し22名
が立候補する厳しい選挙となった。
出陣式から連合の働く仲間や多く
の支援者が必勝に向けて激励に
訪れた。
　羽良和弘候補は「すべての人に
やさしいまちづくり」「人権や教育、

福祉や災害対策」などの訴えが有
権者に届くとともに、３期12年の実
績が評価され、６８２票を獲得し、
４期目の当選を果たした。
　引き続き、私たちと政治との関わ
りや重要性について理解を深める
こととする。

宮
島
フ
ェ
リ
ー
支
部
２
０
２
５
春
闘
妥
結

山下隆夫議員（下関市議）
柿本忠則議員（広島県議）が登壇する

 

ＪＲ西労組議員団会議所属議員が発言

組
合
員
同
士
の
絆
を
深
め
、気
兼
ね
な
く
話
せ
る
分
会
へ

ロマンは実を結ぶロマンは実を結ぶロマンは実を結ぶロマンは実を結ぶ
No.358京都地方本部

　  草津保線区分会

ベ
ア
１
２
，５
０
０
円・年
間
臨
給
５・６
箇
月

宮島フェリー支部
主な妥結項目と内容

■
山
陰
本
線
の
利
用
促
進
事
業
の
実
績
と
課
題
を
確
認
す
る

　
下
関
市
議
会
・
山
下
隆
夫
議
員

■
公
共
交
通
へ
の
財
政
支
援
と
新
病
院
の
基
本
計
画
を
質
疑
す
る

　
広
島
県
議
会
・
柿
本
忠
則
議
員

那珂川市議会議員選挙
ＪＲ西労組議員団会議 羽良和弘氏
激戦を制し４期目の当選を決める


